
 

教育研究上の目的（大学院） 

 

研究科名 課程 目的 

経済学研究科 前期課程 多面的なアプローチが可能なカリキュラムをベースに最新の

経済理論と分析手法を学ぶことによって，現代社会が直面す

る経済的諸課題を客観的に分析・考察できる，高度専門職業

人や研究者および高度で知的な素養のある人材の養成を目的

とする。 

後期課程 創造性豊かな優れた研究能力を持つ，自立した研究者を養成

することを目的とする。 

マネジメント研究科 前期課程 あらゆる組織を対象としたマネジメントについての諸科学を

総合し，それに基づいて，マネジメントについての高次の教

育を行うことで，マネジメント感覚と能力を持った高度専門

職業人の養成を目的とする。 

後期課程 マネジメントについてのより高次の教育を行うことで，マネ

ジメント感覚と能力に加え，高度に専門的な業務に従事する

に必要な研究能力およびその基礎となる豊かな学識を身につ

けた人材の養成を目的とする。 

法学研究科 前期課程 学問的探求に基づき，法律学及び政治学・政策学に関する高

度な専門知識並びに法実務上・法政策上の素養を修得させる

ことによって，知的素養と研究能力を身につけた人材，法化

社会の要請に応えうる専門職業人及び公益の実現に携わる職

業人を養成することを目的とする。 

後期課程 学問的探求に基づき，法律学及び政治学・政策学に関するき

わめて高度な専門知識並びに法実務上・法政策上の十分な素

養を修得させることによって，国内外で活躍しうる優秀な研

究者及び法化社会を主体的に担いうる専門職業人及び公益の

実現に携わる専門職業人を養成することを目的とする。 

現代社会学研究科 修士課程 多様な他者と協働しながらエビデンスに基づく社会課題の解

決策を考案するために，複雑な社会のあり方に関心を持ち，

社会学理論と社会調査法の高度な知識を活用できる人材を養

成することを目的とする。 

外国語学研究科 修士課程 学部教育を基盤に，高度の専門職業教育をめざし，専攻分野

における研究者や専門家の養成のみならず，外国語と高度の

専門知識を駆使して，国内外で指導的な立場に立って活躍で

きる人材の養成を目的とする。 

理学研究科 前期課程 数学と物理学は，様々な学問領域の基盤となっているととも

に，現代社会の諸分野へ応用されている。数学や物理学の高

度な知識を身につけた理学を創造的に展開できる研究者，高

度専門職業人を養成することを目的とする。 

後期課程 数学と物理学は，科学的真理を求め未知の領域を切り開くこ

とに第一の価値を見出す学問である。数学や物理学を深く学

び，独創的な研究を国際的な視野に立って展開できる研究者

を養成することを目的とする。 

先端情報学研究科 前期課程 現代社会において急速に進展するグローバルな高度情報社会

を支える，情報技術分野における，より先進的で，高度な専

門知識と技術や応用力を備えた社会的要請にこたえる人材の

養成を目的とする。 



 

後期課程 情報科学・工学・ネットワーク・マルチメディア・インテリ

ジェントシステム等の分野において，創造性豊かな優れた研

究・開発能力を持つ研究者や，確かな教育能力と研究能力を

兼ね備えた大学教員の養成を目的とする。 

生命科学研究科 前期課程 生命科学に関する専門的知識と高度な技術を備え，生命科学

関連の幅広い分野で活躍できる人材の育成を目的とする。 

後期課程 生命科学の著しい進歩に対応し，より高度な専門知識と技術

を備え，さらにグローバルな視点と正しい倫理観を持ち合わ

せて，専門分野においてリーダーとなりうる高度な人材の育

成を目的とする。 

経済学研究科 

（通信教育課程） 

修士課程 社会人を対象に，通信教育を通して各自が関心を持つ経済政

策領域を学ぶことによって，実社会で直面する経済的課題に

ついて常に理論と実証の両面から分析できる，高度の判断力

と実践力を備えた人材の養成を目的とする。 

京都文化学研究科 

（通信教育課程） 

修士課程 京都文化・日本文化に関わる学問分野において，その研究テ

ーマに即した手法によって専門的な調査・分析・発表ができ

る力を身に付け，世界的視野のもと，京都文化・日本文化の

特色や意義を理解し，社会のなかで活用していくことのでき

る人材の養成を目的とする。 

 


